
本格化する情報教育をオンラインプログラミング教材で支援
全国の中高生が“学び”に没頭できる環境を AWS で実現

ライフイズテック株式会社

学習指導要領に基づくプログラミング教材で
新科目「情報Ｉ」の学習をサポート

ライフイズテックは、「中高生一人ひとりの
可能性を最大限に伸ばす」をミッションに
掲げる EdTech 企業として、2010 年に創
業されました。プログラミングの基礎から
学べるオリジナルの教育プログラムを、
教室やオンラインのレッスン、短期集中型
のキャンプ形式で開催しており、現在まで
にのべ 5 万 2,000 人が参加しています。
日本の国際競争力低下の一因として指摘さ
れているのが、IT 人材の不足です。そこで
文部科学省は、初等、中等、高等の各教育段
階におけるカリキュラムに情報教育を取り
入れる施策を進めています。学習指導要領
も改定され、2022 年度から高校の教程に
おいて「情報Ｉ」が必修科目となり、2025 
年の大学入学共通テストでは「情報」が新教
科として取り入れられます。
「情報活用能力の育成を公教育に組み入れ
て強化していくことは、きわめて意義深い
ものです。一方、情報Ｉにはプログラミング
が含まれるなど、教える側に相応のスキル
が求められる点が課題となっています」と
指摘するのは、ライフイズテック執行役員 
VPoEの奥苑佑治氏です。自治体によって
も異なりますが、教壇に立つ教員の配置の
工夫や適切な教材など環境整備が十分図ら
れているとは言えない状況です。
そこで、同社が開発した学校向けプログラ
ミング学習教材『ライフイズテック レッス
ン』は、新学習指導要領に対応し、中学生 /
高校生に情報教育を実施する学校現場をサ
ポートする強力なツールとして、すでに国
内 1,650 校以上に導入され、32 万人に利
用されています。

各生徒が専用の環境で
プログラミングを学べるレッスンを提供

ライフイズテック レッスンでは、テキスト
コーディングの基礎学習から、オリジナル
の Web サイトの制作、さらにはネット
ワークと AI を活用した Web サービスの
制作まで体験できるコンテンツを提供しま
す。教員はこれらのコンテンツを使う年間
スケジュールや各日の授業内容といった
カリキュラム（シラバス）を柔軟に設計し、
生徒はそれに則ってライフイズテック  
レッスンのコンテンツを 1 つひとつ着実
に理解しながら学習を進めていけます。
授業進行を管理する機能も充実。教員は、
生徒一人ひとりの進捗をリアルタイムに確
認しながら授業を進め、遅れている生徒に
は必要なフォローをすることで、指導要領
で求められる教育を着実に進められます。
また、特に注目されるのが“オリジナル制
作”と呼ばれる機能です。これは生徒一人ひ
とりの開発環境をクラウド上から提供する
という仕組みです。「プログラミングや AI 
の活用、コンテンツの作成などの技術は、自
らトライして PDCA サイクルを回してい
くことで初めて身に付くものです。生徒が
自分の手で実際にものを作り上げ、デジタ
ル技術が課題解決につながることを実感で
きる環境を用意しています」（奥苑氏）

信頼性の高い AWS を活用し
プログラミング学習環境のコストを最適化

ライフイズテック レッスンのインフラを
構築するにあたり、ライフイズテックがま
ず重視したのはセキュリティ面での信頼性
です。学校教育で用いるデジタル教材につ

いて、文部科学省はパブリッククラウドの
活用を加味した「教育情報セキュリティポ
リシーに関するガイドライン」を提示して
おり、各教材はそれに準拠することが求め
られます。
「AWS は、各種認証の取得などガイドライ
ンの要件を問題なくクリアできる基盤と
なっていることはもちろん、何よりもガバ
メントクラウドを推進する政府のシステム
において広く採用されており、信頼感は圧
倒的といえます」（奥苑氏）
さらに AWS では、AI、ブロックチェーンや
分散台帳といった最新技術にかかわるサー
ビスがいち早く実装されます。そのため、必
要に応じて生徒たちの学習にそれらを随時
組み込んでいくことができる体制が整って
いることも大きな魅力だといいます。
AWS のベネフィットはそれだけではあり
ません。例えば、オリジナル制作のための
開発環境は、ブラウザのみでコードを記述 
/ 実行 / デバッグできるクラウドベースの
統合開発環境（IDE）である AWS Cloud9 
や、ブロックストレージの AWS Elastic 
Block Store（Amazon EBS）といった
サービスで実現。ライフイズテック レッス
ンでは生徒ごとの開発環境をセットアップ
済みの状態でクラウド上に準備していま
す。授業開始の際にこの環境を読み込む
だけで、すぐ生徒が学習できる状態になり
ます。
「プログラミングを学習するには、その前に
必要な環境をセットアップする必要があり
ます。しかし、セットアップの時点で問題が
起きると、その解決に時間を取られ、肝心の
プログラミング授業の時間が削られてしま
うおそれがあります。当社が目指している
のは、教育現場がリテラシーの差異や設備
面のトラブルに左右されることなく、本来
の学習に専念できる環境を提供していくこ
とです」と、奥苑氏は強調します。
なお、生徒個別のライフイズテック レッス
ン環境を単純に運用するとコストがかさん
でしまうため、利用していない時間帯はス
トレージにあるデータを退避させ、サー

バープロセスを停止する自動制御の仕組み
により、リソースの利用を最適化。この工夫
でクラウド利用にかかわる原価は 4 分の 
1 に圧縮されています。

必修の授業のみならず情報教育を支援し
社会変革を支えるデジタル人材を育てたい

今後もライフイズテックはレッスンの機能
拡充を図りつつ、情報教育の現場にさらに
高度な価値を提供していきます。「例えば進
捗確認やフォローについて、AI が自動的に
遅れを検知して、生徒がどこに困っている
かを解析し、必要な解説やガイダンスを提
示する仕組みを検討しています」（奥苑氏）
また「公教育だけで高スキル人材を育てる
ことは難しい」という考えのもと、同社では
ライフイズテック レッスンでサポートす
る必修の授業の範囲を超えて、さらに広範
に学びたいという子どもたちへの支援も
行っており、その 1 つが、2022 年に始
まった『Life is Tech ! School X』という
“学校横断型デジタル部活”です。土曜日の
放課後に参加校の中高生がネットワークで
つながり、最新の IT やテクノロジーを学
内外の仲間と一緒に学べる、日本初の取り
組みとして注目を集めています。
奥苑氏は、情報教育が抱える課題の解消こ
そ、将来的には日本の社会変革につながる
ことを強く意識しています。
「子どもたちが学びに専念できる期間は、ほ
んのわずかです。教える側の  IT リテラ
シーも地域などによってばらつきが大きい
ため、教育格差が生まれないようにするこ
とも重要だと考えています。情報教育に取
り組む先生方は大変ですが、デジタル技術
を学んだ子どもたちによって将来の社会変
革が起こるという意味でインパクトは一番
大きいと思っており、ここ 3 年ほどが日本
にとっての勝負どころとなります。3 年後
に成功したね、と言われるように、自治体や
教育関係者の方々と手を取り合って進めて
いきたいです」

中学生 / 高校生向けの IT ・プログラミング教育サービスを提供するライフイズテッ
ク株式会社は、アマゾン ウェブ サービス（AWS）を活用して多彩な学習サービスを実
現しています。近年、学習指導要領の必修科目に情報科目が加わるなど、日本の IT 
教育を巡る状況は大きく変化。そこでライフイズテックは文部科学省の方針に則りな
がら、全国の教育現場が教員側の準備や IT の整備に時間を削られることなく、子ど
もたちの“学び”そのものに集中できる環境づくりに取り組んでいます。

ご利用中の主なサービス
● AWS Cloud9
● AWS Elastic Block Store
 （Amazon EBS）
● AWS Elastic Compute Cloud
 （Amazon EC2）
● AWS Elastic Container Service
 （Amazon ECS）
● AWS Identity and Access 

Management（AWS IAM）
● Amazon Rekognition
● Amazon Relational Database 

Service（Amazon RDS）
●  Amazon Simple Storage Service
 （Amazon S3）

ビジネスの課題
● 中学校・高校に向けた情報教材の提供
● 次代を担うデジタル人材の育成へ貢献
● 新科目に対応する教員スキルの補完

AWS を選択した理由
● 政府系システムで広く採用される高度
な信頼性

● 先進技術にいち早く対応する豊富な
サービスラインナップ

● 行き届いたテクニカルサポート

AWS 導入後の効果と今後の展開
● セキュアかつ高信頼なサービス提供
基盤の実現

● 生徒一人ひとりに専用の開発環境を
提供

● 動的なリソースの縮退 / 拡張によるコ
スト最適化

● 環境準備やトラブルシューティングから
教員や生徒を解放
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学習指導要領に基づくプログラミング教材で
新科目「情報Ｉ」の学習をサポート

ライフイズテックは、「中高生一人ひとりの
可能性を最大限に伸ばす」をミッションに
掲げる EdTech 企業として、2010 年に創
業されました。プログラミングの基礎から
学べるオリジナルの教育プログラムを、
教室やオンラインのレッスン、短期集中型
のキャンプ形式で開催しており、現在まで
にのべ 5 万 2,000 人が参加しています。
日本の国際競争力低下の一因として指摘さ
れているのが、IT 人材の不足です。そこで
文部科学省は、初等、中等、高等の各教育段
階におけるカリキュラムに情報教育を取り
入れる施策を進めています。学習指導要領
も改定され、2022 年度から高校の教程に
おいて「情報Ｉ」が必修科目となり、2025 
年の大学入学共通テストでは「情報」が新教
科として取り入れられます。
「情報活用能力の育成を公教育に組み入れ
て強化していくことは、きわめて意義深い
ものです。一方、情報Ｉにはプログラミング
が含まれるなど、教える側に相応のスキル
が求められる点が課題となっています」と
指摘するのは、ライフイズテック執行役員 
VPoEの奥苑佑治氏です。自治体によって
も異なりますが、教壇に立つ教員の配置の
工夫や適切な教材など環境整備が十分図ら
れているとは言えない状況です。
そこで、同社が開発した学校向けプログラ
ミング学習教材『ライフイズテック レッス
ン』は、新学習指導要領に対応し、中学生 /
高校生に情報教育を実施する学校現場をサ
ポートする強力なツールとして、すでに国
内 1,650 校以上に導入され、32 万人に利
用されています。

各生徒が専用の環境で
プログラミングを学べるレッスンを提供

ライフイズテック レッスンでは、テキスト
コーディングの基礎学習から、オリジナル
の Web サイトの制作、さらにはネット
ワークと AI を活用した Web サービスの
制作まで体験できるコンテンツを提供しま
す。教員はこれらのコンテンツを使う年間
スケジュールや各日の授業内容といった
カリキュラム（シラバス）を柔軟に設計し、
生徒はそれに則ってライフイズテック  
レッスンのコンテンツを 1 つひとつ着実
に理解しながら学習を進めていけます。
授業進行を管理する機能も充実。教員は、
生徒一人ひとりの進捗をリアルタイムに確
認しながら授業を進め、遅れている生徒に
は必要なフォローをすることで、指導要領
で求められる教育を着実に進められます。
また、特に注目されるのが“オリジナル制
作”と呼ばれる機能です。これは生徒一人ひ
とりの開発環境をクラウド上から提供する
という仕組みです。「プログラミングや AI 
の活用、コンテンツの作成などの技術は、自
らトライして PDCA サイクルを回してい
くことで初めて身に付くものです。生徒が
自分の手で実際にものを作り上げ、デジタ
ル技術が課題解決につながることを実感で
きる環境を用意しています」（奥苑氏）

信頼性の高い AWS を活用し
プログラミング学習環境のコストを最適化
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構築するにあたり、ライフイズテックがま
ず重視したのはセキュリティ面での信頼性
です。学校教育で用いるデジタル教材につ

いて、文部科学省はパブリッククラウドの
活用を加味した「教育情報セキュリティポ
リシーに関するガイドライン」を提示して
おり、各教材はそれに準拠することが求め
られます。
「AWS は、各種認証の取得などガイドライ
ンの要件を問題なくクリアできる基盤と
なっていることはもちろん、何よりもガバ
メントクラウドを推進する政府のシステム
において広く採用されており、信頼感は圧
倒的といえます」（奥苑氏）
さらに AWS では、AI、ブロックチェーンや
分散台帳といった最新技術にかかわるサー
ビスがいち早く実装されます。そのため、必
要に応じて生徒たちの学習にそれらを随時
組み込んでいくことができる体制が整って
いることも大きな魅力だといいます。
AWS のベネフィットはそれだけではあり
ません。例えば、オリジナル制作のための
開発環境は、ブラウザのみでコードを記述 
/ 実行 / デバッグできるクラウドベースの
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サービスで実現。ライフイズテック レッス
ンでは生徒ごとの開発環境をセットアップ
済みの状態でクラウド上に準備していま
す。授業開始の際にこの環境を読み込む
だけで、すぐ生徒が学習できる状態になり
ます。
「プログラミングを学習するには、その前に
必要な環境をセットアップする必要があり
ます。しかし、セットアップの時点で問題が
起きると、その解決に時間を取られ、肝心の
プログラミング授業の時間が削られてしま
うおそれがあります。当社が目指している
のは、教育現場がリテラシーの差異や設備
面のトラブルに左右されることなく、本来
の学習に専念できる環境を提供していくこ
とです」と、奥苑氏は強調します。
なお、生徒個別のライフイズテック レッス
ン環境を単純に運用するとコストがかさん
でしまうため、利用していない時間帯はス
トレージにあるデータを退避させ、サー

バープロセスを停止する自動制御の仕組み
により、リソースの利用を最適化。この工夫
でクラウド利用にかかわる原価は 4 分の 
1 に圧縮されています。

必修の授業のみならず情報教育を支援し
社会変革を支えるデジタル人材を育てたい

今後もライフイズテックはレッスンの機能
拡充を図りつつ、情報教育の現場にさらに
高度な価値を提供していきます。「例えば進
捗確認やフォローについて、AI が自動的に
遅れを検知して、生徒がどこに困っている
かを解析し、必要な解説やガイダンスを提
示する仕組みを検討しています」（奥苑氏）
また「公教育だけで高スキル人材を育てる
ことは難しい」という考えのもと、同社では
ライフイズテック レッスンでサポートす
る必修の授業の範囲を超えて、さらに広範
に学びたいという子どもたちへの支援も
行っており、その 1 つが、2022 年に始
まった『Life is Tech ! School X』という
“学校横断型デジタル部活”です。土曜日の
放課後に参加校の中高生がネットワークで
つながり、最新の IT やテクノロジーを学
内外の仲間と一緒に学べる、日本初の取り
組みとして注目を集めています。
奥苑氏は、情報教育が抱える課題の解消こ
そ、将来的には日本の社会変革につながる
ことを強く意識しています。
「子どもたちが学びに専念できる期間は、ほ
んのわずかです。教える側の  IT リテラ
シーも地域などによってばらつきが大きい
ため、教育格差が生まれないようにするこ
とも重要だと考えています。情報教育に取
り組む先生方は大変ですが、デジタル技術
を学んだ子どもたちによって将来の社会変
革が起こるという意味でインパクトは一番
大きいと思っており、ここ 3 年ほどが日本
にとっての勝負どころとなります。3 年後
に成功したね、と言われるように、自治体や
教育関係者の方々と手を取り合って進めて
いきたいです」

「ライフイズテックが貢献したいのは、地域を問わず、日本国中の先生方や
生徒たちが教育に専心し、学びに没頭できる環境づくりです。それは、すべて
のエンジニアリングにかかわる人たちの幸せを根底に置く、AWS の思想にも
通ずるものだと思います」

ライフイズテック株式会社 執行役員 VPoE　奥苑 佑治 氏

カスタマープロフィール

ライフイズテック株式会社
● 設立：2010 年 7 月 6 日
● 従業員数：96 名（2022 年 7 月 1 日
現在）

● 資本金：40 億 9,308 万円（資本準
備金等含む）

● 事業内容：中高生向け IT ・プログラ
ミング教育キャンプ / スクール / イベ
ントの企画・運営、オンラインプログラ
ミング教育サービスの開発・運営

ライフイズテック株式会社
執行役員 VPoE

奥苑 佑治 氏
（おくぞの ゆうじ）

お客様導入事例　ソフトウェア ＆ インターネット


